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会　計　別
一 般 会 計
国民健康保険事業
老 人 保 健 事 業
公 共 下 水 道 事 業
くじらの博物館事業
水洗便所貸付事業
介 護 保 険 事 業
後期高齢者医療事業

歳　　　入
24億1,424万2千円
5億4,161万8千円

7万6千円
7,156万7千円

6億6,586万5千円
72万円

2億7,905万7千円
1億298万1千円

差　　　引
1億8,847万9千円
1,976万8千円

0円
473万円

1億2,177万7千円
71万9千円
504万4千円
154万9千円

歳　　　出
22億2,576万3千円

5億2,185万円
7万6千円

6,683万7千円
5億4,408万8千円

1千円
2億7,401万3千円
1億143万2千円

水 道 事 業
国 民 宿 舎 事 業

6,350万4千円
1億457万1千円

53万7千円
△1,195万9千円

6,085万円
1億1,613万2千円

平成22年度　会計別決算状況

企 業 会 計

※企業会計の歳入歳出差し引き額の相違は消費税分です。



その他(1)の内訳
　分担金及び負担金
　使用料及び手数料
　財産収入
　寄附金
　諸収入
その他(2)の内訳
　地方譲与税
　利子割交付金
　地方消費税交付金
　自動車取得税交付金
　地方特例交付金
　配当割交付金
　株式等譲渡所得割交付金

840万3千円(0.35%)
1,806万円(0.75%)
149万8千円(0.06%)
2,598万6千円(1.08%)
2,007万8千円(0.83%)

1,205万2千円(0.50%)
172万3千円(0.07%)
2,635万5千円(1.09%)
315万9千円(0.13%)
503万7千円(0.21%)

79万円(0.03%)
22万4千円(0.01%)

《グラフの解説》
　歳入を調達方法の面からみると、自主財源
と依存財源の二つに分類されます。
　自主財源とは町が自ら徴収または収納でき
る財源で当町の場合、歳入の約30％を占め
ています。また、依存財源とは国や県から交
付されるものや借入金などで、歳入の約70
％を占めています。

補助費等
1億2,336万8千円
（5.54％）

扶助費
1億5,536万9千円（6.98％）

維持補修費
3,310万6千円（1.49％）

繰出金
2億3,723万5千円
（10.66％）

公債費

教育費

消防費

土木費

商工費

農林
水産業費

労働費（0.61%）
1,355万 4千円

衛生費

民生費

総務費

議会費

（6.28%）

（8.0%）

（4.34%）

（10.62%）

（7.40%） （2.35%）

（29.69%）

（9.56%）
2億3,071万7千円

（3.73%）

（10.7%） （2.04%）

（10.24%）

（3.07%）（44.11%）

（21.69%）

（6.29%）
（2.73%）

その他（2）
町債

県支出金

国庫支出金

地方交付税
その他（1）

繰越金（8.72%）

繰入金（7.83%）

町税
2億4,712万7千円

1億8,915万1千円
6億6,058万5千円

4億8,271万8千円

1億4,008万8千円
6,085万1千円

1億7,812万1千円

1億3,985万3千円

9,653万9千円

  2億5,860万円

8,995万9千円
      4,934万円

2億1,043万7千円

7,402万5千円10億6,488万6千円

1億6,481万円

2億3,633万2千円

5,231万2千円

歳出合計
22億2,576万
3千円

依
存
財
源
70.14％

自主財源29.86% 

歳入合計
24億1,424万
2千円

人件費
4億5,389万4千円
（20.39％）

性質別歳出
の合計

22億2,576万
3千円

物件費
4億2,833万3千円
（19.25％）

公債費
1億6,479万9千円
（7.40％）

積立金
2億5,000万円
（11.23％）

投資的経費
3億7,965万9千円
（17.06％）
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町民税
1億429万円
（42.2％）

固定資産税
1億1,686万4千円
（47.29％）

軽自動車税
777万7千円
（3.15％）

町たばこ税
1,515万2千円
（6.13％）

入湯税
304万4千円（1.23％）

町税の合計
2億4,712万
7千円

各項目の町税を住民基本台帳による人口で
町民１人当りに換算すると、下記のように
なります。
　　　 ※住民基本台帳　人口　3,428人
　　　　　　 （平成23年３月末現在）

30,423円
34,091円
2,269円
4,420円
888円

74,877円

町 民 税
固 定 資 産 税
軽 自 動 車 税
町 た ば こ 税
入 湯 税
合 計

総務関係
  町営じゅんかんバス運行事業、夏山地区タクシー券交付事業を引き続き実施した。また、防犯対策の
充実を図るため、夏山地区及び町内一部地域に 60 基の LED 防犯灯を設置した。また、トイレのバリ
アフリー化等の庁舎改修工事を行った。
　企画関係では、太地町オリジナル切手の作成、長期総合計画後期基本計画の策定、国際交流の更なる
活性化に寄与するため町国際交流協会に対し助成を行うとともに、町内中学生を姉妹都市オーストラリ
ア・ブルームへの派遣を行った。また、旧グリーンピア南紀跡地の維持管理に努め、園地、球技場等を
一般に開放し有効的に活用した。そのほか、鯨文化保存のため捕鯨船更新事業に着手した。
　財政関係では、財政の健全な運営に資するために財政調整基金、減債基金への積立を行った。また、
税の滞納金の収納に力を注ぎ、和歌山地方税回収機構を有効活用するなどして滞納税の圧縮に努めた。
今後においても滞納税の早期完納を目指し、努力を重ねたい。

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

町営じゅんかんバス運行事業 13,125
夏山地区タクシー券交付事業 661
国際交流協会助成金 100
旧グリーンピア南紀維持管理関係 16,783 賃金他
テント購入事業 2,432 宝くじ助成
太地町オリジナル切手作成 1,200 1,000 部
庁舎改修工事 17,534 トイレ、書庫、印刷室
防犯灯 LED 照明取替工事 1,276 夏山地区及び町内一部（60 基）
捕鯨船及び展示場解体撤去工事 39,975
基金積立事業 250,000 財政調整基金、減債基金

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

社会福祉費
74,080 国民健康保険事業会計への繰出金
7,974 地域ケア事業委託料

老人福祉費

1,000 生活管理指導員派遣事業委託料（介護保険事業）
1,488 理学療法士派遣事業（介護保険事業）

607 配食サービス委託料（介護保険事業）
200 介護用品給付事業費（介護保険事業）

31,690 老人福祉施設入所措置費
186 老人医療費

1,152 緊急通報業務委託料
5,161 南紀園分担金

522 老人クラブ助成金他
39,401 介護保険事業会計への繰出金
61,324 後期高齢者医療事業会計への繰出金

児童福祉費 89,505 保育所運営、子ども手当他
乳幼児医療対策費 2,476 乳幼児医療費他
ひとり親福祉費 4,578 医療費、ひとり親家庭高校生就学援助費他

障害者（児）福祉費
19,563 医療費、福祉手当他
57,075 障害福祉サービス費等
1,166 障害のある人の働く応援事業

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

保健衛生関係

13,724 予防費、母子対策費、健康増進費
82,890 清掃センター運営費
1,660 浄化槽設置費補助金

22,819 環境衛生施設一部事務組合負担金

（単位：千円）

平成 22 年度   主 要 施 策 の 成 果
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民生関係
　住民の福祉、健康の向上のため、健康づくり体制の充実、医療の充実を図った。
　少子高齢化が進む中で、健やかな児童の成長と青少年の健全育成を願い各施策を実施した。また、本
年４月より「児童手当」に変わり「子ども手当」の支給が開始された。
　高齢者が安心して暮らせる健康づくり、居宅サービスと高齢者の生活を支える地域ケア事業を実施し
た。また、各種医療扶助を行うとともに国保加入者における予防事業として特定健診・特定保健指導事
業、脳ドック事業を実施した。
　介護予防事業では地域に即した支援を図ることを目的に高齢者トレーニング事業、本年度より理学療
法士派遣事業を実施した。高齢者の自主的な介護予防への取組支援、また、配食サービス事業、介護用
品給付事業等、高齢者の生活支援事業の充実を図った。

衛生関係
　「健康でありたいと願うまちづくり」を進める中で住民の健康の保持増進を図り、疾病や感染症の予
防のため、各種検診、予防接種等を実施した。今年度は、新たに子宮頸がん予防ワクチン接種費用補助
を行った。
　清掃センターの運営、維持管理を行い、施設内においては固形燃料施設の安全管理、また、各設備の
補修、補完を行った。また、環境衛生施設一部事務組合の運営に要する経費の負担や、浄化槽設置費補
助を行った。

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

社会福祉費
74,080 国民健康保険事業会計への繰出金
7,974 地域ケア事業委託料

老人福祉費

1,000 生活管理指導員派遣事業委託料（介護保険事業）
1,488 理学療法士派遣事業（介護保険事業）

607 配食サービス委託料（介護保険事業）
200 介護用品給付事業費（介護保険事業）

31,690 老人福祉施設入所措置費
186 老人医療費

1,152 緊急通報業務委託料
5,161 南紀園分担金

522 老人クラブ助成金他
39,401 介護保険事業会計への繰出金
61,324 後期高齢者医療事業会計への繰出金

児童福祉費 89,505 保育所運営、子ども手当他
乳幼児医療対策費 2,476 乳幼児医療費他
ひとり親福祉費 4,578 医療費、ひとり親家庭高校生就学援助費他

障害者（児）福祉費
19,563 医療費、福祉手当他
57,075 障害福祉サービス費等
1,166 障害のある人の働く応援事業

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

保健衛生関係

13,724 予防費、母子対策費、健康増進費
82,890 清掃センター運営費
1,660 浄化槽設置費補助金

22,819 環境衛生施設一部事務組合負担金

（単位：千円）

（単位：千円）
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事　　　　　業 金　　額 備　　　考

農業振興費
21 県土地改良事業団体連合会負担金
45 水稲実行組合助成金
45 果樹研究会助成金

花畑整備事業 1,709 県道花壇の整備
鳥獣被害防止事業費 371 鳥獣防除ネット等資材費補助金

林業振興費
294 松食い虫薬剤散布駆除委託料
987 紀州材ベンチ作製

ふれあいの森管理費 156 ふれあいの森管理費

水産総務費
1,260 太地漁港公衆便所塗装工事

19,334 太地漁港施設整備工事
漁港建設費 3,283 太地漁港護岸修繕工事

漁業振興費

300 築磯投石事業委託料
499 カサゴ・ヒラメ稚魚放流事業

1,500 稚貝稚魚放流事業助成金
150 緑のボランティア助成金

捕鯨対策費 8,415 IWC 捕鯨全面禁止絶対反対太地町連絡協議会助成金他

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

商工総務費
3,800 南紀くろしお商工会助成金

422 公設市場負担金

観光費（工事請負）

453 くじら浜海水浴場整備工事
4,405 くじら浜海水浴場公衆便所改修工事
4,209 梶取崎園地公衆便所改修工事（建築）
5,732 梶取崎園地公衆便所改修工事（設備）

37,814 太地駅エレベーター施設設置工事
998 燈明崎園地既設便所解体撤去工事

11,469 梶取崎園地公衆便所新築工事（建築）
1,927 梶取崎園地公衆便所新築工事（電気）
7,455 梶取崎園地公衆便所新築工事（機械）

858 梶取崎園地公衆便所新築工事（周辺整備）
221 太地駅舎空調設備整備事業

観光費

2,531 海水浴場ふれあい事業費　鯨類借上料他
1,000 くじら祭実行委員会助成金
5,827 吉野熊野国立公園熊野地域美化清掃協会分担金

500 熊野古道キャンペーン推進連絡会分担金
500 花火大会助成金

（単位：千円）

商工関係
　南紀くろしお商工会への助成、公設市場負担金の支出等、商業の振興に努めた。
　観光協議会の観光キャンペーン、イベントに参加し、観光客誘客に努め、太地浦くじら祭や花火大会
に助成した。また、昨年度に引き続き、海水浴場内において「くじらに出会える海水浴場」と題し鯨類
ふれあい事業を行った。

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

道路改良費

1,181 町道小学校線舗装修繕工事
1,505 清水坂線防護柵設置工事

473 燈明梶取崎線防護柵設置工事
10,844 北暖海１号線側溝改修工事
6,165 北暖海２号線側溝改修工事
5,041 桑原水路整備工事
1,979 岩門広場照明設備設置工事
6,004 暖海中央１号線側溝改修工事
5,467 西地線側溝改修工事

広場整備事業 6,285 寄子路第２広場整備工事

急傾斜地保全事業
1,037 急傾斜地崩壊対策事業負担金

80 特殊急傾斜地崩壊対策事業負担金
200 急傾斜地崩壊対策緊急整備事業負担金

（単位：千円）

農林水産関係
　農林業、漁業の振興活性化を図るため各団体への助成事業を行った。
　鳥獣被害防止事業費として有害鳥獣の捕獲用檻を 20 基購入し、設置希望住民を対象に事業を行った。
　漁業振興費としては、平成 18 年～平成 21 年の４年間に継続して行った築磯投石事業について効果
調査を行った。放流事業として毎年行われているカサゴ・ヒラメの稚魚放流、アワビ・流子の稚貝放流
を今年度も実施した。６月初旬に行われたヒラメの放流では、太地小学校の生徒を対象に実際に放流を
してもらい水産への理解を深めてもらうための活動を行った。

労働関係
　離職を余儀なくされた非正規労働者、中高年齢者等の失業者に対して、次の雇用までの短期の雇用・
就業機会を創出・提供を目的に事業を行った。

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

労働諸費 13,554 緊急雇用創出事業臨時特例基金活用事業



7

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

商工総務費
3,800 南紀くろしお商工会助成金

422 公設市場負担金

観光費（工事請負）

453 くじら浜海水浴場整備工事
4,405 くじら浜海水浴場公衆便所改修工事
4,209 梶取崎園地公衆便所改修工事（建築）
5,732 梶取崎園地公衆便所改修工事（設備）

37,814 太地駅エレベーター施設設置工事
998 燈明崎園地既設便所解体撤去工事

11,469 梶取崎園地公衆便所新築工事（建築）
1,927 梶取崎園地公衆便所新築工事（電気）
7,455 梶取崎園地公衆便所新築工事（機械）

858 梶取崎園地公衆便所新築工事（周辺整備）
221 太地駅舎空調設備整備事業

観光費

2,531 海水浴場ふれあい事業費　鯨類借上料他
1,000 くじら祭実行委員会助成金
5,827 吉野熊野国立公園熊野地域美化清掃協会分担金

500 熊野古道キャンペーン推進連絡会分担金
500 花火大会助成金

（単位：千円）

（単位：千円）

土木関係
　生活環境基盤の整備を図るため、側溝改修、排水路整備工事をはじめ、広場整備事業、災害時等にお
ける避難路の整備事業を実施することにより安心かつ安全に避難することのできる環境整備を図った。

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

道路改良費

1,181 町道小学校線舗装修繕工事
1,505 清水坂線防護柵設置工事

473 燈明梶取崎線防護柵設置工事
10,844 北暖海１号線側溝改修工事
6,165 北暖海２号線側溝改修工事
5,041 桑原水路整備工事
1,979 岩門広場照明設備設置工事
6,004 暖海中央１号線側溝改修工事
5,467 西地線側溝改修工事

広場整備事業 6,285 寄子路第２広場整備工事

急傾斜地保全事業
1,037 急傾斜地崩壊対策事業負担金

80 特殊急傾斜地崩壊対策事業負担金
200 急傾斜地崩壊対策緊急整備事業負担金
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事　　　　　業 金　　額 備　　　考

小学校費

5,171 校舎校具等維持修理費
1,584 教材備品、一般備品、図書、給食備品

843 姉妹都市白馬村児童派遣費補助金
1,078 就学援助費

50,308 太陽光パネル設置空調設備設置工事
1,297 備品購入費

中学校費

1,522 校舎校具等修理費
1,481 教材備品、一般備品、図書、給食備品

840 生徒派遣費補助金
1,131 就学援助費

188 テーブルマナー習得講習会時費用
1,535 備品購入費
3,289 グラウンド整備工事及び体育館屋根防水工事

幼稚園費
1,215 園舎教具等修理費

30 備品購入費

社会教育総務費
604 カレンダー印刷製本費
109 いさな通学合宿事業

公民館費
450 文化講演会講師謝金

2,064 修繕費
4,098 備品購入費

文化財保護費 200 太地町民芸保存会助成金
青少年健全育成費 223 青少年健全育成費
石垣記念館費 70 絵画展示会費

保健体育総務費
412 ジュニア駅伝参加費
419 町駅伝大会費用

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

教育総務費

1,664 学校教育指導主事共同設置負担金
1,697 青少年センター分担金
2,623 英語教育推進事業

58 児童生徒虫歯治療費

（単位：千円）

（単位：千円）

事　　　　　業 金　　額 備　　　考

災害対策費
335 備蓄品購入費

32,425 防災行政無線施設及び子局移設工事
10,068 全国瞬時警報システム（J-ALERT）

消防関係
　災害に強いまちづくりへの取組みとして、全国瞬時警報システムの整備を完了し、防災行政無線施設
及び子局移設工事を行った。また、東南海・南海地震発生による津波襲来に備え、備蓄品の確保に努め
るとともに、避難困難地域（森浦地区）に災害時資器材及び備蓄品を保管できる倉庫を兼ね備えた「津
波避難タワー」の整備に着手した。
　また、住民に対して応急処置、AED 取扱い等の講習会を開催した。

教育関係
　本町の教育方針は、「学力及び体力の向上」、「子どもたちが健康であること」、「人を思いやる心を育
てる」を三つの柱とし、併せて情操教育、人権・道徳教育並びに、町の歴史、文化、伝統などを学ぶこ
とに取り組み、学校づくりに努めた。
　学校教育では、学習指導方法の工夫改善し、児童生徒一人ひとりに応じたきめ細かな指導を行った。
　教育委員会事業では、平成 18 年度より和歌山県子どもの安全対策事業として、通学路セーフティネッ
トの日が設けられ、小学校教員、保護者、安全ボランティアの協力により実施した。
　小児生活習慣病予防対策事業は、学童と保護者の生活習慣病の実態を明らかにし、生活習慣病の影響
を把握するとともに、今後健康的に大人に成長するために親子で検診の予防事業を実施した。
　虫歯等をなくし、口腔ケアを行うことを目的に、小学１年生への歯科治療補助を実施した。
　食事のマナー習得のため、中学３年生を対象にテーブルマナー習得講習会を実施した。
　教育委員会工事について、小学校では、太陽光パネル設置空調設備設置工事を、中学校では、グラン
ド整備工事を行った。
　石垣記念館では、昨年に引き続き近隣の画家による絵画作品展を開催し、入館者の増加を図るよう努
めた。
　社会教育では、あらゆる活動を生涯教育と位置づけ、町民一人ひとりが生きがいのある日々を送れる
よう計画し取り組んだ。また、小学校５・６年生を対象に、地域の各団体の協力を得て「いさな通学合
宿」を開催し、地域ぐるみの教育力を生かした児童の健全育成事業を行った。
　青少年健全育成事業として、特に夏休み中に地域のボランティア、警察等の協力のもと夜間パトロー
ルを実施し、指導を行った。
　また、児童を対象にした、「友遊クラブ」は遊びを通じ、大人と子どもが地域の住民や自然とのふれ
あいが出来るよう努めた。
　保健体育では、市町村対抗ジュニア駅伝競走、町駅伝大会、グランドゴルフなど各種事業を行い、各
種団体活動への助成を行った。また、文化財関係では、敷地や環境保護の整備に努めた。
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事　　　　　業 金　　額 備　　　考

小学校費

5,171 校舎校具等維持修理費
1,584 教材備品、一般備品、図書、給食備品

843 姉妹都市白馬村児童派遣費補助金
1,078 就学援助費

50,308 太陽光パネル設置空調設備設置工事
1,297 備品購入費

中学校費

1,522 校舎校具等修理費
1,481 教材備品、一般備品、図書、給食備品

840 生徒派遣費補助金
1,131 就学援助費

188 テーブルマナー習得講習会時費用
1,535 備品購入費
3,289 グラウンド整備工事及び体育館屋根防水工事

幼稚園費
1,215 園舎教具等修理費

30 備品購入費

社会教育総務費
604 カレンダー印刷製本費
109 いさな通学合宿事業

公民館費
450 文化講演会講師謝金

2,064 修繕費
4,098 備品購入費

文化財保護費 200 太地町民芸保存会助成金
青少年健全育成費 223 青少年健全育成費
石垣記念館費 70 絵画展示会費

保健体育総務費
412 ジュニア駅伝参加費
419 町駅伝大会費用

（単位：千円）



10

 
議
会
報
告

     
平
成
23
年
第
３
回
太
地
町
議
会
定
例
会

　

平
成
23
年
第
３
回
太
地
町
議
会
定
例
会
は
、
９
月

14
日
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
は
町
長
か
ら
、
請
負
契
約
１
件
、
承

認
の
件
１
件
、
人
事
案
件
１
件
、
報
告
２
件
、
条
例

の
制
定
１
件
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
１
件
、

補
正
予
算
３
件
、
決
算
認
定
10
件
が
提
出
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
、
承
認
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
意
見
書
１
件
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、
11
件
の
質
問
が
行
な
わ
れ
、
町

政
一
般
に
つ
い
て
町
の
考
え
を
問
わ
れ
ま
し
た
。

◎
請
負
契
約

※
捕
鯨
船
陸
揚
展
示
場
整
備
工
事
（
陸
揚
）
請
負

契
約

◎
専
決
処
分
の
承
認

※
太
地
町
防
災
複
合
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
太
地
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

※ 

岡　

本　

光　

正　

氏

◎
報
　
告

※
健
全
化
判
断
比
率
の
報
告

※
公
営
企
業
会
計
に
係
る
資
金
不
足
比
率
の
報
告

◎
条
例
の
制
定

　

※
太
地
町
暴
力
団
排
除
条
例
の
制
定

◎
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

※
太
地
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◎
補
正
予
算

※
平
成
23
年
度
太
地
町
一
般
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

※
平
成
23
年
度
特
別
会
計
太
地
町
国
民
健
康
保
険

事
業
補
正
予
算
（
第
１
号
）

※
平
成
23
年
度
特
別
会
計
太
地
町
介
護
保
険
事
業

補
正
予
算
（
第
２
号
）

◎
決
算
の
認
定

※
平
成
22
年
度
太
地
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

※
平
成
22
年
度
特
別
会
計
太
地
町
国
民
健
康
保
険

事
業
歳
入
歳
出
決
算

※
平
成
22
年
度
特
別
会
計
太
地
町
老
人
保
健
事
業

歳
入
歳
出
決
算

※
平
成
22
年
度
特
別
会
計
太
地
町
介
護
保
険
事
業

　

歳
入
歳
出
決
算

※
平
成
22
年
度
特
別
会
計
太
地
町
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
歳
入
歳
出
決
算

※
平
成
22
年
度
特
別
会
計
太
地
町
都
市
計
画
公
共

下
水
道
事
業
歳
入
歳
出
決
算

※
平
成
22
年
度
特
別
会
計
太
地
町
水
洗
便
所
貸
付

事
業
歳
入
歳
出
決
算

※
平
成
22
年
度
特
別
会
計
太
地
町
く
じ
ら
の
博
物

館
事
業
歳
入
歳
出
決
算

※
平
成
22
年
度
企
業
会
計
太
地
町
水
道
事
業
会
計

決
算

※
平
成
22
年
度
企
業
会
計
太
地
町
国
民
宿
舎
事
業

会
計
決
算

◎
和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

　

※ 

塩　

崎　

伸　

一　

氏

◎
議
員
派
遣
の
件

◎
意
見
書

※
漁
業
用
軽
油
に
か
か
る
軽
油
引
取
税
の
免
税
等

に
関
す
る
意
見
書

◎
一
般
質
問

　

※
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

①
戸
別
防
災
無
線
の
設
置
に
つ
い
て

　
　

②
避
難
道
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
　

③
住
宅
裏
山
の
地
層
、
地
質
の
調
査
に
つ
い
て

　
　

④
住
宅
裏
山
の
雑
木
等
の
伐
採
に
つ
い
て

　

※
白
鯨
の
運
営
に
つ
い
て

　
　

①
畠
尻
湾
の
売
店
に
つ
い
て

　

※
町
の
工
事
に
つ
い
て

　
　

①
入
札
に
つ
い
て

　
　

②
工
期
に
つ
い
て

　
　

③
着
工
に
つ
い
て

　

※
町
の
防
災
に
つ
い
て

　
　

①
再
度
町
の
防
災
に
つ
い
て

　

※
太
地
町
教
育
委
員
会
委
員
に
つ
い
て

　
　

①
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

　

※
太
地
町
の
教
育
に
つ
い
て

　
　

①
新
教
育
長
の
方
針
に
つ
い
て



11

 
 平成 23 年度盆供養花火大会が、8月14日に開催されました。町民各位のご高

配とご支援により、無事挙行できましたことに謹んでお礼申し上げます。 
 遅くなりましたが、次のとおり収支決算をご報告いたしますので、ご一覧下さ

い。今後とも、よろしくご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

収入の部

 

 
収入支出差引金額 翌年度 繰越金   ５３２，０３７円 

 
太地町花火大会実行委員会 

    委員長 海 野 久 夫 

１．寄付金及び 
補助金 

 ５，１８５，７００円 特別協賛  
３，２９３，０００円 

町内一般協賛 
１，２２２，７００円 

町助成金 
５００，０００円 

追善供養                 
    １７０,０００円 

２．繰 越 金      ６２１，５８９円 平成２２年度繰越金 
 ３．利   息 ２２１円 預 金 利 息                       
    合   計 ５，８０７，５１０円      

支出の部 
科   目 金   額 摘   要 

 
科   目 金   額 摘   要 

 １．事 業 費 ４，８９０，０００円 花火代金 紀州煙火 
     和田煙火店 

 ２．賃   金 １３４，２００円 海上警備・臨時マイクロ 
バス・駐車場警備 

 ３．需 用 費 
 

１４４，１１８円 消耗品費、食糧費、プログ

ラム印刷費、燃料費、 
 ４．役 務 費  ７３，３５５円 クリーニング代、口座振替

手数料、郵便料・傷害保険 
 ５．委 託 費 ３３，８００円 スピーカ設置 

合   計 ５，２７５，４７３円  

平成23年度太地町盆供養花火大会決算書
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広報たいじ　今月のトピックス

～太地大運動会～
　
平成 23 年 9 月 25 日 ( 日 )、太地小学校グラウンドで「青空の下　みんなと共に　心を一つに

頑張ろう !!」をスローガンに町民・太地小学校・幼稚園・保育所合同の秋季大運動会が開催され
ました。

今回の運動会では、幼稚園児によるかわいらしいダンス、小学 3・4 年生のよさこい節とソー
ラン節の 2 つを取り入れた「よっちょれ」、小学 5・6 年生の「組体操 2011」が披露され、子ど
もたちが一生懸命に取り組んでいる姿は素晴らしいものでした。

また、保護者、一般の方々が参加する競技では、皆さんが子どもたちに負けないくらいに元気
いっぱいに競技を楽しんでいました。

～姉妹都市交流におけるブルームのセントメアリー校の学生の歓迎会が行われました～

平成 23 年 9 月 30 日 ( 金 )、太地町公民館で姉妹都市交流事業の一環として、ブルームのセン
トメアリー校の学生たちの歓迎会を催しました。

まず、ブルームの学生たちの自己紹介が行われました。次に、太地町中学校生徒による英語で
の歓迎のスピーチ、続いて、太地町くじら踊り部会によるくじら踊り、太地小学校児童によるい
さな太鼓などが披露されました。また、中には、ブルームの学生と太地中学校生徒が一緒にダン
スを踊る場面もあり、今回の交流でさらにブルームと太地町の友好関係が深まりました。
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労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
月
間

11
月
１
日
→
11
月
30
日

「
１
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
入
ろ

う
。
労
働
保
険
」

　

労
働
保
険
は
、
農
林
水
産
業

の
一
部
を
除
き
、
労
働
者
（
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含

む
）
を
１
人
で
も
使
用
し
て
い

る
事
業
主
は
、
す
べ
て
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
成
立

手
続
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

＊
労
災
保
険
と
は
、
労
働
者
が

業
務
上
の
事
由
ま
た
は
通
勤
に

よ
っ
て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に

見
舞
わ
れ
た
り
、
不
幸
に
も
死

亡
さ
れ
た
場
合
に
、
被
災
労
働

者
や
遺
族
の
生
活
を
保
護
す
る

た
め
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う

も
の
で
す
。

＊
雇
用
保
険
と
は
、
労
働
者
が

失
業
し
た
場
合
及
び
労
働
者
に

つ
い
て
雇
用
の
継
続
が
困
難
と

な
る
事
由
が
生
じ
た
場
合
に
、

労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の
安

定
を
図
る
と
と
も
に
、
再
就
職

を
促
進
す
る
た
め
必
要
な
給
付

を
行
う
も
の
で
す
。

加
入
手
続
な
ど
の
詳
細
は
、
新

宮
労
働
基
準
監
督
署
（
２
２
―

５
２
９
５
）、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
℡
２
２
―

６
２
８
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
の

ご
案
内

◇
期
間　

受
診
券
受
理
の
翌
月

～
平
成
24
年
２
月
29
日
ま
で

◇
場
所　

健
診
実
施
医
療
機
関

（
受
診
券
と
一
緒
に
送
付
）

◇
対
象
者　

75
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定

の
障
害
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方

を
含
み
ま
す
）

◇
費
用　

６
０
０
円

◇
申
込
み
方
法　

　

対
象
者
に
送
付
し
た
往
復
は

が
き
の
申
込
書
を
郵
送
し
て
下

さ
い
。
電
話
申
込
み
も
可
能
で

す
。（
平
成
24
年
１
月
20
日
ま

で
受
付
）

◇
申
込
先　

和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合

℡
０
７
３
―
４
２
８
―
６
６
８

８

『
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

　
　
使
用
者
も
　
労
働
者
も
』

　

本
年
10
月
13
日
か
ら
和
歌

山
県
最
低
賃
金
は
、
時
間
額

６
８
５
円
と
な
り
ま
す
。
最
低

賃
金
制
度
と
は
、
最
低
賃
金
法

に
基
づ
き
国
が
賃
金
の
最
低
限

度
を
定
め
、
使
用
者
は
、
そ
の

最
低
賃
金
額
以
上
の
賃
金
を
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
す
る
制
度
で
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
和
歌
山
県

労
働
局
賃
金
室
（
０
７
３
―

４
８
８
―
１
１
５
２
）
ま
た
は

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
23
年
度
　
移
動
県
民

相
談
の
開
催
に
つ
い
て

◇
日
時　

11
月
17
日
（
木
）

　

午
後
１
時
～
午
後
４
時

◇
場
所　

東
牟
婁
振
興
局
（
新

宮
市
緑
ヶ
丘
２
丁
目
４
―
８
）

◇
相
談
内
容　

弁
護
士
及
び
県

民
相
談
員
に
よ
る
法
律
相
談
、

行
政
相
談
、
そ
の
他
一
般
相
談

◇
予
約
受
付

　

11
月
２
日
（
水
）
か
ら

東
牟
婁
振
興
局
総
務
県
民
課
へ

電
話
予
約
（
先
着
10
名
）

℡
２
１
―
９
６
０
７
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《保健衛生関係 11月行事予定》

　

9
月
27
日
（
火
曜
日
）
に
し
ろ
う
ま
保

育
園
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
と
は
う
っ
て
か
わ
っ
て
、
抜
け
る

よ
う
な
秋
空
の
下
で
の
運
動
会
が
開
催
で

き
ま
し
た
。
汗
ば
む
よ
う
な
気
温
の
中
、

園
児
た
ち
は
跳
び
箱
に
逆
上
が
り
、
平
均

台
と
元
気
い
っ
ぱ
い
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
し

て
走
っ
た
り
、
一
生
懸
命
に
綱
を
引
い
た

り
、
練
習
し
た
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
り
し

ま
し
た
。

ー白馬からお便りー【姉妹都市「白馬村」コーナー】

住民基本台帳
（平成 23 年 9 月末日現在）

総人口 3,418 人
　　男  1,542 人
　　女  1,876 人

世帯数   1,657 世帯
（前月比：総人口  7 人増
             世帯数　6 世帯増）

し
ろ
う
ま
保
育
園
運
動
会

編
集
と
発
行
　
太
地
町
役
場
　
総
務
課
　
和
歌
山
県
東
牟
婁
郡
太
地
町
大
字
太
地
3
7
6
7
ー
1
　
平
成
23
年
11
月
1
日
発
行

子育て支援関係
月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

11 月 10 日（木）
ちびっ子ひろば 10：00 ～ 11：00 ふれあいルーム11 月 17 日（木）

11 月 24 日（木）
健康相談

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所

11 月　7 日（月）成人健康相談（血圧測定）
10：30 ～ 11：30 公民館
13：00 ～ 13：30 平見集会所
14：00 ～ 15：00 老人憩の家

11 月 14 日（月） 乳幼児健康相談 10：00 ～ 11：30 ふれあいルーム
11 月 24 日（木） 乳幼児身体計測 11：00 ～ 11：30 ふれあいルーム
11 月 28 日（月）成人健康相談（血圧測定） 15：00 ～ 15：30 森浦集会所
健診

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
11 月 10 日（木） 10 ヶ月児健診 13：00 ～ 13：15（受付） 那智勝浦町健康福祉センター
11 月 24 日（木） ４か月児健診 13：00 ～ 13：15（受付） 那智勝浦町健康福祉センター
11 月 29 日（火） 特定・健康増進・

胃・大腸検診 8：30 ～ 9：30（受付） 多目的センター
健康教育

月　　日 事　業　名 時　　間 場　　所
11 月　2 日（水） 母親教室 13：30 ～ 15：30 公民館11 月　6 日（日） パパママ教室
11 月　7 日（月）

なかよし体操 13：30 ～ 15：00
東新集会所11 月 21 日（月）

11 月 14 日（月） 森浦集会所11 月 28 日（月）

～お食事のご案内～
※　昼食 11 時～ 14 時　　　　
※　夕食 17 時～ 19 時 30 分
※　宴会・折詰・弁当・おまぜ等

お気軽に御利用ください

国民宿舎　白鯨
TEL ５９－２３２３


